
よもぎたむらは百オになりました●

広
報

よもぎた

内　容

●総務課から…………………………………２～３

●民 生課から…………………… …………４～５

●教育委員会から…… ………… ………………６

●農林水産課から……………… ………………７

●教育 委員会から…… ………… ………………８

●芸術 鑑賞 教室開催さ れる…… ………………９

●高校生を持つ父母の会から… ………………10

●談話室・行事予定…………… ………………11

●け つぱる 蓬田人・戸籍の窓口… ……………12

№17

9

赤ふんは夏のファッション…かな？

児

を
抱

い
て

泳

げ
り
波
の
間

の
揺
籃子

郷

い
よ

い
よ
暑

い
夏

が
や
っ

て
来

た
。七

月

二
十

一
日

、
青
森
地

方
気

象

台

が
梅
ｍ

明
け

を
宣
言
。

昨
年
よ
り
十
日
早

く
、
平

年
よ

り
五

日
早

い
。

長
期
予
報

で
は
、
暑

い
日

が
続

く
予

定
。

農
家
の
皆

さ
ん
、
期
待

が
大
き

い
の
で
は
？

七
月

二
十
二

日
（
土

）
、
蓬
田

村

観
光
協
会

が
主
催
し

た
玉

松
海

水
浴

場
の
海

開
き

が
行

わ
れ
た
。

す

ば
ら
し

い
晴
天
に

恵
ま
れ
、

宝
探
し

（

ホ
タ
テ

拾

い
）
や
、
卵

の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
、
登
山
囃
子

、

三

味
線
演
奏

、
ホ

タ
テ

の
試
食
に

多

く
の
人

が
楽
し

ん

だ
。

上

の
写
真

は
、
こ

の
行
事
の
一

風

景
で
あ

る
。

肥
満

の
現

代

っ
子

に
赤
ふ
ん
は
、

何
と
も
ユ

ー
モ
ラ

ス
。

こ
の
子
ら

か
ら
は

、
災
難
も
逃

げ
て
行
き
ま

す
よ
う

に
。

８
月
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第
二
分
団
が
団
体
優
勝

ポ
ン
プ
操
法
大
会
八
年
ぶ
り
に
復
活

六
月
二

十
五

日
（
日

）
、
蓬
田

小
学
校

グ
ラ

ン
ド
に

お
い
て
、
蓬

田
村

消
防
団
（
団
長

坂
本

秀
行
団

員
百

九
十
五

名

）
が
、
第

九
回
操

法
大
会

を
八

年

ぶ
り

に
開

催
し
ま

し

た
。

第
八
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は

昭
和
五

十
六
年

の
年
で
経
費

が
か

か
り
過

ぎ
る
な

ど
の
理
由

か
ら
そ

の
後
中

断
し
て

い
ま
し

た

が
、
こ

の
ほ
ど
、
消
防
幹
部

会
で
団
員

の

士
気

高
揚
、
鍛

練
の

た
め
に

ぜ
ひ

必
要

と

い
う
こ

と
に
な
り

復
活
し

ま
し

た
。

各
分
団
は

、
団
員

が
仕
事
を

終

え
る
午
後
六
時

ご
ろ

か
ら
そ
れ

ぞ

れ
の
練
習
場

に
集
ま
り

、
夜
九
時

ご
ろ
ま
で
連

日
き

び
し

い
練
習
を

積
み
重

ね
て
来

ま
し

た
。

大
会

は
、
午
後
一

時
の
抽
選

に

よ
る
順
番

決
定
か
ら

始
ま
り
、
蓬

田
、

広
瀬

、
長
科

、
瀬
辺
地
、

郷

沢

、
高
根
、
阿
弥

陀
川
、
中
沢

の

順
に

進
め
ら
れ
ま
し

た
。

指

揮
者

命
令

の
も
と
無
駄

の
な

い
キ

ビ
キ

ビ
し

た
動

作
の

ポ
ン

プ

操
法

が
披
露

さ
れ
、
来
賓
席
や

応

援
団

か
ら
喚
声

が
上

が
る
場
面

も

あ
り

ま
し

た
。

審

査
は

、
蟹
田
分
署

が
あ
た
り
、

五
名

の
審
査
員

が
指
揮
者

、

コ

ニ

、

三

、

四

番

具

に

一

人

ず

つ

つ
き
、
減

点
法

に
よ
り
採

点
し

ま

し

た
。

終
了
後

、
八

戸
村
長

か
ら
、「
大

会
を
見
て
心

強
く
思
っ

た
。

今

後

も

普

段

か
ら

の
鍛

練

、

機

械

器

具
の
点

検
を
怠
る
こ

と
な
く
、
あ

ら
ゆ

る
災

害
か
ら
村
民

の
生
命

、

財

産
を
守
っ
て
下

さ

い
」

と
講
評

が
あ
り
大
会

を
終
了
し
ま
し

た
。

成
績
は

次
の
通
り
で
す
。

◇
団
体

の
部
▽
優
勝
＝
第
二

分

団
（
長
科
）
②
第
一
分
団

（
中
沢

）

③
第
四

分
団

（
蓬
田

）

◇
個
人

の
部
優
秀
賞

▽
指
揮
者

松
本
淳

司
（
長
科

）
　一
番
員
　

三

上
昭

雄
（
中
沢

）
二
番

具
　

福
井

保
人

（
郷
沢

）
三
番

具
　

會
谷

博

幸

（
阿

弥
陀
川

）
四

番
具
　

稲

葉

貢

（
高
根

）

堂々の　

分列行進

消防団合同観閲式

会
場
持
ち
回
り
で
、
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
る
蓬
田
村
と
蟹
田
町
の

消
防
団
合
同
観
閲
式
が
、
今
年
は

六
月
二
十
七
日
に
蟹
田
漁
港
を
主

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
蓬
田
村
か
ら
八
分
団
百

九
十
五
名
、
蟹
田
町
か
ら
十
一
分

団
二
一
八
名
の
参
加
を
得
て
、
午

前
七
時
三
十
分
の
花
火
を
合
図
に

Ｊ
Ｒ
蟹
田
駅
前
を
出
発
し
た
パ
レ

ー
ド
で
始
ま
り
ま
し
た
。

パ
レ
ー

ド
は
、
主

会
場
ま
で

の

一

、
四

キ

ロ
メ

ー
ト

ル
を

、
団

員

全
員

、
ポ

ン
プ
車
に

よ
り
整
然

と

行

わ
れ
、
見
守

る
蟹
田

町
民
に
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

そ
の
後
、
開
式

陳
告
、
殉
職
団

員

に
対

す
る
黙

と
う

、
検
閲

、
ポ

ン
プ
操
法
、
分
列
行

進

と
順
調

に

進
み
、
赤
、
青

、
黄
な

ど
の
カ
ラ

フ

ル
な
一
斉
放

水
も
実
施

さ
れ
ま

し

た
。

ど
の
分
団
も

、
規
律
あ

る
ス

ピ

ー
ド
感
あ
ふ

れ
る
動
き
を
見
せ

、

日

ご
ろ
の
訓
練

の
程

が
伺

わ
れ
ま

し

た
。

八

戸
村
長

の
講
評
は
「
日

ご
ろ
の

訓
練
が
実
を
結

び
、
り
っ

ぱ
な
成

績
で
し

た
」

、
木
戸

町
長

の
訓
示

は
「
明
る
く

、
住
み
よ

い
村
・
町

に
す
る
た

め
消

防
団

員

の
皆

さ
ん

に
期
待
し
ま
す
」

で
し

た
。

消
防
功
労
者

と
し

て
表

彰
さ
れ

た
方
々
は
次

の
通
り

で
す
。

◇
消
防
庁
長

官
表
彰

▽
永
年
勤

続
功
労
章
＝
八

幡
敏
雄

◇
県
消
防
協

会
会
長

表
彰
▽
勤

功
章
＝

八
幡
一

郎
・
吉
田
龍

一
・

張

間
勇
三

▽
永
年
勤
続
章

（
二

十

五

年
・
二

十
年
・
十
五
年
・
十
年
）

＝
二

十
六
名

◇
県
消

防
協
会
東
青
支

部
長

表

彰
▽
支
部
長
章
＝

十
名

◇
団
長

表
彰
▽
団
長
章
＝
八

名

◇
村
長

表
彰
▽
村
長
章
＝
五

名

（
敬
称
略

）
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温泉脈ヤ～イ！

ヘリコプターで湯脈の調査

温
泉
は
ど
こ
に
？

七
月

十
七
日

（
月

）
、
空

か
ら

湯

脈
を
探
そ
う

と
、
村
の
上

空
を

ヘ
リ

コ

プ
タ
ー
が
飛

び
ま
し

た
。

こ
れ
は
、
休

業
中
の
公

衆
浴

場

（
温

泉

）
を
復

活
さ
せ

た
い
と
い

う

村
民
の
切

な
る
願

い
を

か
な
え

よ
う

と
村

が
実
施
し

た
も

の
で
、

い
わ
ゆ
る
「

ふ
る
さ
と
創
生

一
億

円

」
の
一
部

を
利

用
し
て
行

わ
れ

た
も

の
で
す
。

空
か
ら
探
す

こ
の
方
法

は
、
今

最

も
新
し

い
温

泉
探
査
法
で

、
こ

れ
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、

非
常

に
信
頼
性

の
高

い
も

の
と
さ

れ
て

い
ま
す
。

実
際
に

ど
ん
な
方
法

か
と
言
う

と
、
地
上
約
百

メ
ー
ト

ル
の
上
空

を
飛

ぶ
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
特

殊
な

装
置
を
積

み
、
地
下

の
温

泉
源
か

ら
出
る
数

種
の
放
射
線

の
量

を
計

り

、
そ
の

デ
ー
タ
を
コ

ン
ピ
ュ
ー

タ
で
分
析
し

、
よ
り
有
望

な
掘
削

地
点
を
割
り
出
す

も

の
で
す

。

最
近
、
温

泉
を
求

め
て

青
森
市

の
郊
外
型
温

泉
ま
で

わ
ざ
わ

ざ
出

か
け

る
村

民
も
相
当
数
見

ら
れ
る

よ
う

で
す

が
、
も
し

、
温

泉

が
復

活
す

れ
ば
こ
の
様
な

苦
労
も
必
要

な
く
な

る
訳
で
す
。

ま

た
、
大
量

の
湯

が
湧
け

ば
、

そ
の
利
用

方
法

に
つ

い
て

は
、
単

に
浴

場
に
使
う

ば
か
り
で

な
く
、

農
業
や
色
々
な
方
面
に
活
用
で
き

そ
う
で
す
。

調
査
の
結
果
が
出
る
の
は
、
本

年
十
一
月
頃
だ
そ
う
で
、
お
お
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。

‘ひ

と

こ

と

・

村

長

か

ら

蓬
田
紳
装
の
ご
利
用
を

蓬
田
村

が
誘
致
し

た
唯
一
の

企
業
「
蓬
田

紳
装
」

は
今
、
活

発
に
発
展

を
と
げ
つ
つ
あ

り
ま

す
。従

業
員

（
社
員
）
も

、
百
名

で
、
殆
ん

ど
村
内
の
方
々
で
す
。

地
元

の
活
性
化
、

経
済
向
上

の
為
に
も

、
洋
服
（
男
女

）
は

是
非

、
紳

装
を
ご
利
用
下

さ
い
。

技
術
的

に
も
他
に
勝

る
と
も

劣
ら

な
く
、
し

か
も

、
品

質
保

証
。
服
地

は
、
日
本
一

と
も
い

か
れ
て

い
る
「
ミ
ュ
キ
」
毛

織

の
も
の
で
す
。

村
民
の
方

々
の

ご
利
用

を
心

か
ら
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

何
時
で
も
工
場

を
訪

れ
て

、

製
品
や

内
部
を

ご
見
学
下
さ
い
。

暮

ら

し

と

電

気

安

全

電
気
の
安
全
、
使
う
あ
な
た
が
主
役
で
す

東
北
電
気
保
安
協
会

八
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で

す
。
感
電
災
害
は
、
七
月
か
ら
九

月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
に
集
中
し
て

発
生
し
て
い
ま
す
。

夏
場
は
皮
膚
の
露
出
部
分
が
多

く
、
発
汗
に
よ
っ
て
皮
膚
が
ぬ
れ

る
な
ど
、
人
体
の
抵
抗
は
小
さ
く

な
っ
て
電
気
が
通
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

ま
た
、
夏
場
は
疲
労
か
ら
注
意

力
が
散
漫
と
な
り
が
ち
な
の
で
、

こ
の
点
か
ら
も
、
毎
年
八
月
に
通

商
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
「
電
気

使
用
安
全
運
動
」
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

感
電
災
害
を
防
止
す
る
に
は
、

不
良
の
電
気
設
備
を
な
く
し
、
み

ん
な
で
電
気
の
取
扱
い
に
注
意
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

3●総務課から



身
障
者
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

村
総
合
運
動
場
に
東
郡
が
競
う

七
月
七
日
（
金
）
、
蓬
田
村
総
合
運
動
場
に
お
い
て
、
第
十
六
回
東
津
軽
郡
身
体

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
六
町
村
二
百
五
十
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
、
わ
が
村

は
三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
多
く
の
身
体
障

害
者
が
積
極
的
に
参
加
し
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
体
力
の
維
持
、
増

進
、
機
能
回
復
等
残
存
能
力
の
向

上
を
目
的
に
、
東
津
軽
郡
身
体
障

害
者
福
祉
連
合
会
が
主
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

大
会
は
、
午
前
十
時
か
ら
始
ま

り
、
各
町
村
の
選
手
団
が
力
強
い

足
ど
り
で
入
場
行
進
し
た
後
、
佐

藤
忠
美
会
長
（
今
別
町
）
が
「
昨

年
以
上
に
参
加
者
が
増
え
心
強
い
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
社
会
参
加

の

拡
大

に
つ
な
け
よ
う

」
と
挨
拶

さ

れ
ま
し

た
。

八

戸
良
次
郎
村
長

、
黒
瀧
孝

造

東

地
方
福
祉
事
務
所

長
か
ら

「
日

頃
鍛

え
た
技
を
発

揮
し

、
今
日

一

日
楽
し

く
過

ご
し

て
下

さ

い
」

と

の
お
祝
い
の
言
葉

が
続
き

、
選
手

代

表
の
木
戸
喜
代

作
（
瀬
辺

地
）

さ
ん

が
、
堂

々
の
選
手
宣
誓

を
し

ま
し

た
。

大
会

は
、
午
前

に
個
人
競
技

の

徒

競
走
、
砲
丸

投
げ
、
（

ン
ド

ボ

ー
ル
投
げ
、
走
り

幅
跳

び
、
団

体

競

技
の
綱
引
き
予

選

が
行

わ
れ
ま

し

た
。

午
後
か
ら
は

、
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
競
技

と
し
て
玉

入

れ
、
風

船

割
り
、

ボ
ー

ル
送
り
、
綱
引

き
決

勝
、
四

百
メ

ー
ト

ル
混
合
リ

レ
ー

が
行
わ
れ
、
楽
し

い
一
日

を
過

ご

し

ま
し
た
。

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
競
技

の
結

果
は
、
四
十
六
点
を
獲
得
し
た
平

内
町
が
、
三
年
連
続
の
総
合
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。

二
位
は
平
館
村
、
三
位
は
蓬
田

村
で
し
た
。

最
後
に
、
次
回
開
催
地
の
蟹
田

町
へ
大
会
旗
が
引
継
が
れ
、
和
気

あ
い
あ
い
の
大
会
に
無
事
幕
が
お

ろ
さ
れ
ま
し
た
。

国 民 年 金 保 険 料 の

免除申請手続

ご存 じで す か ？

申

請

免

除

次

の
い
ず
れ

か
に
該
当
す

る
人

で
保

険
料
を
納

め
る
こ
と

が
困

難

な
人

は
、
都
道
府
県

知
事
に

保
険

料
免

除
の
申
請
を
し

て
承
認

を
受

け

れ
ば
保
険
料

が
免

除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し

、
生
命

保
険
料
を
一

定

額
以
上

に
支
払
っ
て

い
る
と
き
は
、

免
除

さ
れ
な

い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

田
　

所

得

が
な

い
と
き

㈲
　

生
活
保
護
法

の
生
活
扶

助
以

外

の
扶
助
を
受
け

て

い
る
と
き

㈹
　

地
方
税
法

に
定
め
る
障

害
者

ま

た
は
寡
婦
で

、
年
間

の
所

得

が

Ｉ
〇
〇
万
円
以
下

の

と
き

㈲
　

圉

～
㈹
に
該

当
し
な

い
が
、

保
険
料
を
納

め
る
こ
と

が
大

変

困

難
な
と
き

年

金

額

は

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
の
受
給

資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
年

金
の
額
を
計
算
す
る
と
き
は
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分
の
一

に
減
額
さ
れ
ま
す
。

追
　
　
　
　
納

保

険
料
の
免
除

を
受
け

る
と
、

年
金

の
額

が
低
く

な
り
ま
す
。

そ

こ
で
、
生
活

に
余
裕

が
で
き

た

と
き
に
、
過
去

十
年
前
ま

で
さ

か

の

ぼ
っ
て
免
除

を
受
け

た
期
間

の

保
険
料
を
納

め
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。

追
納
す
る
保
険

料
の
額

は
、
保

険
料

の
免
除
を
受
け

た
当
時

の
保

険
料

の
額
に
、

追
納
す

る
ま
で
に

経
過
し

た
年
数

に
応
じ
て

、
政
令

で
定

め
る
一
定

の
率
を
掛
け

た
額

を
加

算
し

た
額

と
な
り
ま
す
。

『
免
除
』

と
は
、
保
険

料
を
納

め
る
こ
と

が
困
難

な
と
き

の
た
め

の
「
一
時
的
な

猶
予
」

と
考
え
、

ゆ
と
り

が
で

き
た
と
き

は
追
納
し

て

、
よ
り
多

い
年
金
額

を
受

け
る

よ
う

に
し
ま
し

ょ
う

。

詳
し

い
こ

と
は
、
役
場
国

民
年

金
係

に
お
た
ず

ね
く

だ
さ
い
。

民生課から●4
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広　報　よ　も　ぎ　た

老人パワー爆発！

第３回蓬田村老人スポーツ・ゲートボール大会開催

七
月
十
二

日
（
水

）
、
曇
り
空

の
少
し
肌

寒
い
日
、
蓬
田
村

老
人

ク
ラ
ブ
主

催
の
ス

ポ
ー

ツ

ー
ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル
大

会

が
、
村
総

合
運
動

場
に
お

い
て

開
催
さ

れ
ま
し

た
。

大
会
は

、
午
前
十
時

か
ら
始
ま

り
、
各
老
人

ク
ラ

ブ

が
堂

々
の
入

場
行
進
を
し

た
後
、
名
誉
大

会
長

八

戸
良
次
郎
村

長
か
ら
「

明
治
、

大
正

、
昭
和

と
苦
し

い
時
代

に
家

族
の
た
め

、
生
活
の
た

め
に
と
苦

労
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
皆

さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
は

、
明
る
く
楽
し

い
人

生
に
し

て
下

さ
い
」
と
挨
拶

が
あ

り

ま
し

た
。

選
手
代
表
は

坂
本
三

千
男

（
中

沢

）
さ
ん
で

、
元
気

い
っ

ぱ
い
の

宣

誓
で
し
た
。

大

会
は
、
午
前

の
部
と
し
て

、

ア
メ
食
い
競
走
、
輪
投
げ
、
ス
プ

ー
ン
リ
レ
ー
、
嫁
婿
さ
が
し
、
ボ

ー
ル
送
り
、
カ
ン
釣
り
競
走
、
夕

イ
ヤ
こ
ろ
が
し
、
け
つ
あ
つ
パ
ン

パ
ン
が
行
わ
れ
、
選
手
は
年
齢
を

忘
れ
（

ツ
ス
ル
し
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
を
行
い
、
日
頃
鍛
え
た
技

と
高
齢
と
は
思
え
な
い
程
の
パ
ワ

ー
を
発
揮
し
、
続
く
玉
入
れ
、
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
混
合
リ
レ
ー
も
精

力
的
に
こ
な
し
大
会
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

最
後
に
、
前
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

大
宮
金
助
さ
ん
の
音
頭
で
万
歳
を

三
唱
を
し
、
楽
し
い
一
日
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
部
門

一
位一
　
蓬
　
　
　
　
　田

二
位
　
中
　
　
　
　
沢

三
位
　
長
　
　
　
　

科

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部
門

一
位
　
蓬
　
　
　
　
　田

二
位
　
長
　
　
　
　
科

三
位
　
中
　
　
　
　

沢

赤
十
字
思
想
普
及
ミ
ニ
知
識

シ
リ
ー
ズ
④

生
き
て
い
る
赤
十
字
旗
…
…

三
上
剛
太
郎
物
語

明
治
三

十

七
年
二

九
〇
四

年

）

二
月

、
日
本

は
ロ

シ
ア

に
宣
戦
を

布
告
、
日
露

戦
争
の
火

ぶ
た

が
き

っ
て

お
と

さ
れ
ま
し

た
。

青
森
県
下
北

郡
佐
井
村

出
身
の

三
上

剛
太
郎

は
、
第
八

師
団

衛
生

隊
付

き
陸
軍
軍
医

と
し
て
北

満
州

の
黒
溝

台
の
大

激
戦
に
参
加
し

て

い
ま
し

た
。

翌
三

十
八
年

一
月

、
大
雪
原

に

仮
包
帯

所
を
設

営
し

、
弾
丸

や
砲

弾
で

傷
つ

い
た
日

本
兵
七
十
三
名
、

ロ
シ
ア

兵
一
名

の
手
当
に
あ

た
っ

て

い
た
三

上
軍
医

は
、
仮
包

帯
所

が
ロ
シ
ア

軍

の
ミ
シ
チ

ェ

ン
コ
騎

兵
団

に
包

囲

さ
れ
、
今
ま

さ
に
襲

撃
を
受
け

そ
う

に
な
っ
て

い
る
の

を
知
り

、
と
っ

さ
に
そ

ば
に
あ

っ

た
血

の
つ

い
た
三

角
巾
を
二

枚
縫

い
合

わ
せ
て
正
方
形

に
し
、
軍
用

の
赤
毛

布
を
切
り

と
っ
て
正
方
形

の
ま
ん
中

に
十
字

を
縫
い
つ
け
「
即

製
の
赤

十
字
旗
」

を
作
り
、
こ

れ

を
竿
に
結

ぶ
と
酷
寒

の
外
へ
飛

び

出
し
、
ミ

シ
チ

ェ

ン
コ
騎
兵
団

に

向

か
っ
て
こ

の
旗
を
振
り

続
け
ま

し

た
。

三
上

軍
医

の
打
ち
振

る
「
即

製

の
赤

十
字
旗
」

を
見

た
ミ

シ
チ

ェ

ン
コ

騎
兵
団
は

、
や

が
て
囲

み
を

と

い
て

去
っ
て
行

き
、
仮
包
帯
所

の
七
十
四

名
の
生
命

は
救

わ

れ
た

の
で
す
。

な

お
、
こ
の
「
即
製

の
赤
十
字

旗
」
は
昭
和
三

十
八
年

一
月

、
赤

十
字
精
神
を
更

に
世
に

広
め
て
ほ

し

い
と
三
上
氏

本
人
よ
り

、
日
赤

青

森
県
支
部

に
寄
贈
さ

れ
、
保
管

さ

れ
て

い
ま
す
。

（

次
回
は
「
赤

十
字
奉
仕
団
…

行

動
す

る

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

」
で
す

。）

5●民生課から
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平成元年度　成人式対象者名簿

「昭和44年４月２日～45年４月｜日生」（平成元年７月｜日現在）

地 区 名 氏　　　名 地 区 名 氏　　　名 地 区 名 島　　　名

中　　沢 横　山　興　道 阿弥陀川 會　谷　久美子 瀬 辺 地 越　田　賢　吾

μ 坂　本　浩　二 μ 村　上　雪　子 μ 越　田　明　拓

μ 吉　田　　　修 μ 八　戸　こず江 μ 越　田　範　人

μ 坂　本　春　彦 μ 青　木　靖　子 // 越　田　照　夫

μ 坂　本　能婦子 // 東　澤　輝　美 // 飯　田　拓　也

μ 坂　本　清　子 μ 八　戸　美　穂 μ 飯　田　康　子

μ 吉　田　清　子 蓬　　田 中　村　幸　伯 // 工　藤　ますみ

μ 三　上　美代子 μ 宮　田　紀　彦 μ 木　戸　和歌子

μ 坂　本　聡　子 μ 工　藤　尚　子 μ 木　村　早穂理

μ 佐々木　博　子 μ 武　井　まゆみ μ 中　野　のり子

長　　科 張　間　智　宏 μ 宮　田　智賀子 広　　瀬 川　崎　晃　一

// 小　鹿　智　美 μ 小　松　智　実 μ 田　中　孝　人

μ 小　鹿　綾　子 郷　　沢 高　田　　　渉 μ 田　中　美智子

μ 工　藤　陵　子 μ 工 藤　　 徼 μ 越　田　尚　子

μ 泉　谷　幸　子 // 福　井　正　志 // 太　田　留美子

μ 小　鹿　麻　美 // 大　宮　和　人 μ 久　慈　靖　子

阿弥陀川 川　内　重　則 μ 畠　山　英　樹 7/ 田　中　奈都子

μ 小　松　国　秀 μ 長谷川　七　重 高　　根 八　幡　　　晃

μ 森　　　小百合 μ 大　宮　恵利子 μ 八　幡　京　子

μ 古　川　みゆき μ 越　田　和歌子 // 稲　葉　なほ子

μ 八　戸　都津子 μ 高　田　美奈子 長　　科 天　野　　　修

μ 青　木　昭　子 瀬 辺 地 木　戸　義　行 郷　　沢 木　村　雄　一

ﾉﾉ 吉　田　千　弘 μ 越　田　潤　司

◇
日
時
　
平
成
元
年
八
月
十
四
日
（
月
）
午
前
十
時

◇
場
所
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館

◇
主
催
　
蓬
田
村
教
育
委
員
会

◇
主
管
　
社
会
教
育
課

登
二
七
上

一
二

二
内
）二
七
丁
二
七
二

(昨年の成人式)

教育委員会から●6



広　報　よ　も　ぎ　た

８月27日（日）は“よもぎた牛”を食べよう

牧場祭りへどうぞ！

お
い
し
い

くよ
も
ぎ
た
牛
》
を

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
昭
和

六
十
一
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る

牧
場
祭
り
は
今
年
も
第
四
回
目
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
は
、
村
も
百
周
年
を
迎
え

る
た
め
、
こ
れ
を
記
念
し
て
多
彩

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
準
備
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
友
達

を
お
さ
そ
い
の
上
、
多
数
お
い
で

下
さ
い
。

村
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
で
き
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
宝
さ
が
し
②
ズ
バ
リ
当
て
ま

し
ょ
う
（
牛
の
体
重
当
て
）
③
牛

乳
早
飲
み
大
会
④
ビ
ー
ル
早
飲
み

大
会
⑤
干
し
草
投
げ
大
会
⑥
カ
ラ

オ
ケ
大
会
⑦
お
楽
し
み
抽
選
会
⑧

草
上
綱
引
き
大
会
⑨
草
上
自
作
ソ

リ
す
べ
り
大
会
⑩
ウ
サ
ギ
競
走
⑥

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

◇
蓬
田
牛
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
前
売
券

・
発
売
日
時

八
月
七
日
～
八
月
十
二
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

・
発
売
場
所

蓬
田
村
役
場
農
林
水
産
課

蓬
田
村
農
協
生
産
販
売
課

・
発
売
方
法

先
着
順
一
枚
千
円

（
八
百
枚
準
備
）

◇
当
日
発
売

・
先
着
順
一
枚
千
二
百
円

（
百
枚
準
備
）

当
日
雨
天
の
場
合
は
中
止
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
牛
肉
の
引
替
え

及
び
、
直
売
は
役
場
前
で
行
い
ま

す
。

全
員
が
一
緒
に
な
っ
て
！

力
を
合
わ
せ
る
宮
本
地
区
会

七
月
五

日
（
水

）
か
ら
、
蓬
田

村
農

業
者
ト

レ
ー
ニ

ン
グ

セ
ン
タ

ー
玄
関

前
に
、
り

っ
ぱ
な
七
夕

飾

り

が
飾
ら
れ
ま
し

た
。

こ

れ
を
制
作
し

た
の
は
、
宮
本

地
区
会

婦
人
部
（

東
沢
喜
代
子

部

長

）
の
皆
さ
ん
で

、
昨
年

か
ら
実

施
し

て
い
る
そ
う

で
す
。

宮

本
地
区
会

は
皆
さ
ん

も

ご
承

知
の
と
お
り

、
昭

和
六
十
三

年
の

四
月

に
誕
生
し

た
地
区
会
で
す
が
、

ま

と
ま
り

の
あ

る
自
治
会

と
し

て

育

っ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
作

業
を
す

る
に
も
人
数

が
少
な

い
た
め
、
会
員

の
全
員
参

加

が
義
務

づ
け

ら
れ
て

い
ま
す
。

毎
週
、
第
二

、
四
の
土
曜
日
は
、

地
区

周
辺

の
清
掃
活
動
日

と
決
め

て
奉
仕
活
動

も
実
施
し
て

い
る
と

い
う
こ

と
で
す
。

ま

た
、
昨
年
は
村
民

体
育
祭
に

初
出

場

で

入

場

行

進

の

部

最

高

賞
の
交
通

安
全
協
会
長
賞

を
獲
得

し

ま
し

た
。

今
年

は
特

に
、
村
制
施

行
百
周

年
に
ち

な
ん
だ
も
の
を

と
、
色

々

と
趣
向

を
凝
ら
し
て

い
る
よ
う
で

素
晴

ら
し

い
入
場
行

進

が
見
ら

れ

そ
う
で
す

。

7●農林水産課から



赤

十

字

に

加

盟

蓬

田

小

学

校

・

中

学

校

七
月

七
日
（
金

）
、
蓬
田
小
学

校
（

奈
良

良
成
校
長

、
児

童
数
三

百
九
人

）
と
、
蓬
田
中

学
校
（
相

内
潔
校
長

、
生
徒

数
百
九
十
一

人
）

が
青
少

年
赤
十
字
に
加

盟
し

、
両

校
体
育
館
で
登
録
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
日
本
赤
十
字
社
青
森

県
支
部
の
斎
藤
健
事
務
局
長
か
ら

赤
十
字
旗
が
村
長
（
坂
本
助
役
代

理

）
に
伝
達
さ

れ
、
児

童
生
徒
代

表

に
手

渡
さ
れ
ま
し

た
。

小

学
校
で

は
、
森
由
美
子

さ
ん

の
声
に
全
員
で
「
心
身

を
き
た
え

、

郷
土
社
会
の

た
め
に
つ
く
し
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉

を
斉
唱
し
ま
し
た
。

講

師
の
宮
崎

英
昭
さ
ん
か
ら
は
、

「
こ

れ
か
ら
の
国

際
化
社
会

に
対

応
で

き
る
り
っ

ぱ
な
人
間
に

な
っ

て
下

さ
い
」
と
講
話

が
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
坂
本
助

役
が
「
今
日

か

ら
心
新

た
に
し
て

、
暖
か

い
心

で

勉
強

、
運
動
に
頑

張
っ
て
下

さ
い
」

と
式

辞
を
述

べ
ま
し

た
。

蓬
田
小
・
中

学
校
で
は

、
健
康
・

安
全
・
奉

仕
の
共
通
目

標
を
目
指

し

て
、
体

験
学
習
な

ど
地
域
と

の

連
携
を
図
り

な

が
ら
自
主

的
活
動

を
推
進
し
て

い
く
こ

と
を
決
め
ま

し

た
。

八
月
は
県
産
品

″
　

愛
用
月
間
で
す
゜

一
　
県

産
品

を
愛

用
し

て

い
ま
す

か
。ご

贈
答

、
お

土
産
等
に

ぜ
ひ
、

県

産

品
を

ご
愛
用
下

さ

い
。
　
一

危ない！

車は急に止まらない！

蓬田幼稚園交通安全教室

七
月
十
四
日
（
金
）
、
午
後
一

時
か
ら
蓬
田
村
児
童
館
横
の
広
場

で
、
蓬
田
幼
稚
園
児
四
十
三
名
と

母
親
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
技
指
導
で
は
、
ダ
ミ
ー
人
形

を
使
っ
た
実
験
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
供
が
車
の
陰
か
ら

飛
び
だ
し
た
時
に
、
運
転
手
が
急

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
車
が
停
止
す

る
ま
で
の
距
離
を
実
際
に
見
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
二

十
・
三
十
・
四
十
・
五
十
キ
ロ
と

ス
ピ
ー
ド
を
変
え
て
実
験
さ
れ
ま

し
た
。

園
児
達
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

た
自
動
車
が
激
し
く
人
形
に
ぶ
つ

か
る
シ
ー
ン
に
目
を
見
張
り
、
車

は
急
に
止
ま
ら

な

い
こ

と
を
そ
れ

ぞ
れ
に
実
感
し

た
よ
う

で
す
。

そ
の
後

、
指
導
に
当

た
っ
た
蟹

田

警
察
署
内
村
巡

査
長

か
ら
、
子

供

の
特
徴
に

つ
い
て
五

つ
の
注
意

が
あ
り
ま
し

た
。

①
気
分
屋
で

あ
る
②
物

事
を
考

え

る
に
単
純

だ
③
大
人

の
真
似
を

す

る
④
す
ぐ

夢
中

に
な

る
⑤
い
く

ら
話
し
て
も

分
か
ら
な

い
の
五

つ

で
す
。

お
母

さ
ん
達
に
は

、
特
に
こ

れ

ら
の
事
に
気

を
つ
け
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故

か
ら
子
供
達

を
守
っ
て

欲
し

い
も

の
で
す
。

教
室
は

こ
の
後

、
会

場
を
児
童

館
に
移
し

、
二

本

の
交

通
安
全
ア

ニ
メ
映
画

「
あ

ぶ
な

い
よ
　

ま

が

り
か

ど
か
ら
の
と

び
だ
し

」
と

「

メ
イ

プ
ル

タ
ウ
ン
の
交
通

安
全
」

を
鑑
賞
し

て
終
り
と
な
り
ま
し
た
。

教育委員会から●8
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すばらしい音楽が子供たちに
わらび座合奏団公演

蓬田小学校・中学校芸術鑑賞教室実施

七
月

十
日
（
月

）
、
蓬
田
村

教

育
委

員
会
主
催

の
音
楽
芸
術

鑑
賞

教
室

が
、
蓬
田
小

・
中

学
校

の
児

童

、
生
徒
を
対
象

に
蓬
田

中
学
校

体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

子

ど
も
達
に

い
い
音
楽
を
鑑
賞

し
て

も
ら
い
、
教
養

を
高
め
て
も

ら

お
う

と
開
催
さ
れ
た
こ
の
教
室
、

今
回

は
秋
田

県
か
ら

「
わ
ら

び
座

合
奏
団
」

を
招

い
て

の
公

演
会
で

し

た
。

演
奏
は
若
者
十
五
人
で

わ
ら
び
座
の
本
部
は
、
秋
田
県

の
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
り
、
団
全
体

で
は
家
族
を
含
め
約
三
百
人
も
い

る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
日
来
て
く

れ
た
の
は
、
総
勢
十
五
名
の
若
い

男
女
で
し
た
。

団
は
、
楽
器
や
大
道
具
・
小
道

具
を
積
み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
と
、

団
員
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
で
前
日

に
は
わ
が
村
に
到
着
。

蓬
田

中
学
校

体
育
館
に
設

定
さ

れ
た
舞
台
は

、
簡
素
な
造
り

で
す

が
、
使
う

楽
器

は
、
琴
や
尺
八

・

和
太

鼓
・
三

味
線
な
ど
の
和
楽
器
、

ホ
ル
ン
や
テ
ィ

ン

パ
ニ

ー
ギ
タ
ー

な

ど
の
洋
楽
器

か
ら
南
米

で
使
わ

れ
て

い
る
民
俗

楽
器
ま
で

い
ろ
い

ろ
。

そ
れ
も
一

人
で
数
種

を
こ
な

し
ま
す

。

多
彩
な
演
目
で
会
場
を
魅
了

さ
て
、
実

際
の
公
演
で
す

が
、

午
前

と
午
後

の
二
部
構
成
に
な
り
、

午
前

の
部

が
小

学
生
対
象

で
十
時

三

十
分
か
ち
七

十
分
間

、
午
後
の

部

が
中

学
生
対

象
で
一
時

か
ら
九

十
分
間

、
そ

れ
ぞ
れ
父
母

の
方
達

の
参

加
も
得

な
が
ら
、
歌
あ

り
、

演
奏

あ
り

の
楽
し

い
教
室

と
な
り

ま
し

た
。

午

前
と
午

後
は
多
少
演
目

に
違

い
が
あ
り
ま
す

が
、
構
成

は
大
体

同
じ

。
公
演

は
幕

な
し
で

、
途
中

に
解

説
を
は

さ
み
早

い
テ

ン
ポ
で

進

み
ま
す
。

ど
ち
ら
も

、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は

に

ぎ
や
か
な
祭

り

ば
や
し

の
「
八

木
節

」
。

ま

ず
は

、
活
気

の
あ

る
舞
台
を

想

像
さ
せ
ま
す
。

続
い
て

、
ク
ラ

シ

ッ
ク
や
フ
ォ

ル
ク

ー
ロ
ー
レ
な
ど
の
世
界

の
音

楽

、
沖
縄

か
ら
津
軽
・
北

海
道
ま

で

の
民
謡
ｅ

ｔ
ｃ
。

「
剣
の
舞
」
「
か
じ

屋

の

ポ
ル

力
」

「

楽

器

紹

介

」
「

コ

キ

リ

コ

」

「

沖

縄

の

太

鼓

」
「
唐

船

ど

～

い

」

「
田

槓

え

う

た

」
「
ソ

ー
ラ

ン
節

」

「

秩

父

屋

台

ば

や
し

」

「

コ

ン
ド

ル

は

飛

ん

で

い

く

」
「
津

軽

山

唄

」

「

津

軽

じ

ょ

ん

か

ら

節

」

「

ど

だ

れ

ば

ち

」

と

、

耳

に

な

し

み

の

曲

あ

り

め

す

ら

し

い
曲

あ

り

で
す

。

ま

た

、

午

前

の

部

で

は

「

心

に

咲

く

タ

ン

ポ

ポ

」

、

午

後

の

部

で

は

「

明

日

に

咲

く

タ

ン

ポ

ポ

」

と

い
う

曲

を

『
み

ん

な

で

歌
う

コ

ー

ナ

ー

』

も

あ

り

、

少

し

恥

ず

か

し

い

の

か

小

さ

な

声

で

始

ま

り

ま

し

た

が

、

や

が

て

大

き

な

声

が
出

る

よ

う

に

な

り

、

会

場

は
和

や

か

な

雰

囲

気

に

包

ま

れ

ま

し

た
。

最

終

演

目

は

、

歌

と
語

り

と

演

奏

に

よ

る

音

楽

物

語

。
午

前

は
「

ス

コ

ッ

プ
君

の

太

鼓

」
、

午

後

は
「
種

を

粉

に

引

く

な

」

で

、

ど

ち

ら

も

感

動

を

呼

ぶ
場

面

が
続

き

、

目

を

う

る

ま

せ

る

生

徒

の
姿

も

見

ら

れ

ま

し

た

。

9●芸術鑑賞教室開催される
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夏
休
み
申
の
注
意
！

高
校
生
を
持
つ
父
母
の
会
か
ら

夏
休

み
は
、
気

の
ゆ
る
み
か
ら

生
活
態
度
に

節
度

を
失
う
こ

と
が

あ
り
、
色

々
な
問
題
や
事
故

が
起

き
や
す

い
時

期
で
も
あ
り
ま
す
。

有
意
義
な
夏
休
み
と
す
る
た
め
、

次
の
事
項
に

注
意

す
る
よ
う

お
願

い
致
し
ま
す
。

一
、
生
徒
心
得

を
遵
守
し
、
宵
宮

や
ネ

ブ
タ
祭
等
で

社
会
人
と
行
動

を
と
も
に
す

る
際

に
も
、
高
校
生

と
し

て
の
生
活
態
度

を
崩
す
こ

と

の
な
い
よ
う
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

二

、
外

出
等
に
際
し

て
は
、
高
校

生
と
し
て

の
品
位
と
自
覚

を
も
っ

て
行
動
し

、
生
徒
手
帳

を
必
ず
携

行

す

る

こ

と

。

三

、

夜

間

外

出

は
午

後

九

時

ま

で

と
し

、
保

護

者

同

伴

の

外

出

、
映

画

観
賞

や

、

そ

の

他

の
用

事

の

際

で

も

、
午

後

九

時

ま

で

帰

宅

で

き

る

よ

う

に

す

る

こ

と

。（

た

だ
し

、

ネ

ブ
タ
祭
期

間
中

は
午

後
十
時

ま

で
。）

四

、

飲

酒

、

喫

煙

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と

、
風

俗

営

業

法

等

で

禁

じ

ら

れ

て

い

る

ス

ナ

ッ

ク

、

パ
チ

ン

コ

店

等

へ

は
入

ら

な

い
こ

と
。

五

、

道

路

歩

行

、

自

転

車

運

転

の

際

は

交

通

安

全

に

注

意

す

る
。

六

、

事
故

、

非

行

は

絶

対

に

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

七
、
ア

ル

バ
イ
ト

、
キ
ャ
ン

プ
等

に
つ

い
て

は
、
保
護
者

と
よ
く
話

し

合
っ
て
承

諾
を
受
け

る
こ
と
。

八

、
水
泳
は
指
定
さ
れ
た
プ
ー
ル
、

海
水
浴
場
以

外
は
禁
止

す
る
。

九
、
疾
病

は
夏

休
み
中

に
治
療
し

て
お
く
。

十
、
ネ
ブ

タ
に
参
加
す

る
場
合
は

保
護
者
と
話
し

合

い
を
し

、
高
校

生

と
し

て
の
品
位

と
自
覚

を
も
っ

て
行

動
す
る
こ

と
。

楽
し

い
夏
休
み

を
過

ご
し

て
下

さ
い
。

家
族
や
仲
間
に
広
め
よ
う

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
合
図

黄
色
い
（

ン
カ
チ
は
障
害
を
も

つ
人
が
困
っ
た
と
き
の
合
図
。

い
ま
、
障
害
者
に
対
す
る
理
解

と
協
力
を
求
め
る
「
黄
色
い
「

ン

カ
チ
運
動
」
が
全
国
に
広
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
心
臓
や
腎
臓
な
ど
に

障
害
を
も
つ
人
や
、
目
や
耳
が
不

自
由
な
人
が
、
外
出
先
で
何
か
困

っ
た
と
き
、
黄
色
い
（

ン
カ
チ
を

振
っ
て
助
け
を
求
め
る
と
い
う
も

の
で
す
。

困
っ
て
い
る
人
に
は

声
を
か
け
よ
う

厚
生
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

全
国
の
身
体
障
害
者
の
約
四
割
に

当
た
る
九
十
五
万
人
が
、
内
部
障

害
や
視
覚
障
害
を
も
つ
人
で
す
。

こ
の
よ
う
な
人
た
ち
は
、
外
観

は
健
康
な
人
と
何
ら
変
わ
り
な
く

見
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
突
然
、

発
作

な

ど
が
起

き
て
も
、
周

り
の

人

か
ら
適
切

な
処
置
を
と

っ
て

も

ら
え

な

い
と
い
っ
た
事
態
も

考
え

ら

れ
る
の
で
す
。

道

端
な

ど
で

苦
し

ん
で

い
る
人

を

見

か

け

た

ら

「

ど
う

さ

れ

ま

し

た
か
？

」

と
声
を
か
け

る
の
は

当
然

の
行

い
で
す

。

が
、
黄
色

い

（

ン
カ
千

に
よ

っ
て
障
害
を
も

つ

人

だ
と
分
か
れ

ば
、
わ
た
し

た
ち

は
よ
り

迅
速
な
処

置
を
と
る
こ

と

が
で

き
ま
す

。

こ

の
運

動
を
実
り

あ
る
も

の
と

す
る

た
め
に
は
、
一

人
で
も
多

く

の
人

が
黄
色

い
（

ン
カ
チ

の
趣
旨

を
正
し
く
理

解
し
て

い
な
け

れ
ば

な
り
ま
せ

ん
。

「
黄
色

い
「

ン
カ
チ

は
Ｓ
Ｏ

Ｓ

の
合
図
」
１

こ

の
合

言
葉
を
、

あ
な
た

か
ら
あ
な
た

の
家

族
へ
、

そ
し

て
職
場
や

地
域

の
仲
間

へ
と

広
め
て

い
き

た
い
も

の
で
す

。

高校生を持つ父母の会から●10
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川
柳
ひ
と
す
じ
四
十
年

今
回
は
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら

川
柳
を
作
り
始
め
て
、
今
年
で
四

十
年
と
長
い
間
頑
張
っ
て
い
る
中

沢
の
工
藤
正
一
さ
ん
を
取
材
し
ま

し
た
。

工

藤

さ

ん

が
川

柳

と

出

会

っ

た

の

は
、
今

は
亡

き
杉

野
十

佐

一
　（

蟹

田

町

）

さ

ん

か

ら

「

俳

句

よ

り

世

相

川

柳

が

お

も

し

ろ

い

」

と

勧

め

ら

れ

て

く
お

か

じ

ょ

う

き

川

柳

吟

社

》

に

入

会

し

た

こ

と

に

始

ま

り

ま

す

。

俳

句

と

世

相

川

柳

の

違

い
は

、

俳
句
は
自
然

を
対

象
に
し

か
歌
え

な
い
し

、
使
う

言
葉
に
も
制

約

が

あ
る

が
、
川
柳

は
人
を
対
象

に
自

由
に
言
葉
を
使

っ
て
歌
え

る
と
こ

ろ
に
あ

る
そ
う

で
す
。

工

藤

さ
ん

は
、
束
奥
日
報

社
へ

川
柳
を
投
句
し

て
い
ま
す
。

昭

和
六
十
一

年
六
月
十
三
日

に

掲
載
さ

れ
て

か
ら
、
今
年

の
六
月

二

十
八
日
ま
で

に
掲
載

さ
れ
た
句

が
百

句
を
数
え

ま
し

た
。

そ
し
て
、

こ
の
度
め
で

た
く
記

念
誌
を
発
行
し

ま
し
た
。

百

句
掲
載

と
い
う

こ

と
は
大

変

な
こ
と
で
す
。

何
し

ろ
、
東

奥
日

報
社

に
は
一
日

に
三

百
を
越

え
る

川
柳

が
寄
せ
ら

れ
、
そ

の
中

か
ら

厳
選
さ
れ
た
十
句
だ
け
が
掲
載
（
夕

刊

に
）
さ

れ
る
の
で
す
。

工

藤
さ
ん

は
、
一
日
一

句
を
目

標
に
毎
日
頑
張

っ
て

い
ま
す
。

川
柳
は
、

た
だ
家
に

い
て

は
出

来

ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
村
内

に
ネ

タ
探
し

に
歩
く

の
で
す
。

「
こ

れ
が
、
私
の
頭

と
身

体
の

健
康
の
元
」

と
言
い
ま
す
。

七
十
才

の
好
好

爺
工
藤

さ
ん
、

今
度

は
二
百

句
掲
載

が
目

標
と
今

日

も
頑

張

る
。

こ
こ
で
、

自
薦
の
代
表
作
二

句

を
ご
紹
介
。

・
腐

敗
の
根

掘

れ
ば
掘

る
ほ

ど
太

く
な
り

・
物

よ
り
も心

と
暮

ら
す
仲

の
好
さ

昔はどこに でもいたという「めだ

か」 を見つけ ました。

めだかは、北海道をのぞく日本全
国、朝鮮、中国の流れのゆるやかな

川、池、たんぽの近くに群れをつく
って生息しているそうです。

暖かい時に卵を産みますが、卵に

は細いひもがついているので、水草
にから まって流れないとい う生命力

もあります。

日本に住んでいる淡水魚の中で、
一 番小さい魚で、また、流れにさか

らって泳ぐ習性があります。
しかし 、このめだか、日本では、

水田等に農薬を使い始めたころから、
徐々に姿を見ることが出来なくなり

ました。
いつまでも生き延びてほしい もの

です。

8月の行事予定

27 25 24 24 23 22 20~19  18 14　8　6 3~1
日

子

ど
も

会

リ

ー

ダ

ー

研

修

会
（
眺

望

山

）

村

民

野

球

大

会

示

学
校
・
中
学
校
グ
ラ
ン
上

一

才

半

児
・
二

才

児

健

診
（
中
央
公
民
館
）

成

人

式
（

中

央

公

民

館

）

盆

踊

り

大

会
（

玉

松

海

水

浴

場

）

県

民

体

育

大

会
（
八

戸

市

）

乳

児

健

診
（
中

央

公

民

館

）

子

宮

が

ん

健

診
（

長

科

公

民

館

）

子

宮

が

ん

健

診
（
瀬

辺

地

民

生

会

館

）

蓬

田

小

学

校

・

中

学

校

始

業

式

い
も

掘

・

い
も

煮

会

牧

場

祭

り
（

村

営

牧

場

）

行
　
　
　
　
　
　
　
　

事

中

央

公

民

館

村

体

育

協

会

民
　

生
　

課

社

会

教

育

課

村

商

工

会

・

村

観

光

協

会

村

体

育

協

会

民
　

生
　

課

民
　

生
　

課

民
　

生
　

課

小

学
校
・
中
学
校

蓬

田

小

学

校

農

林

水

産

課

担
　

当

11●談話室・行事予定

広　報　よ　も　ぎ　た

み
～
つ
け
た

１８

№18　　がんばる　　工藤　正一さん　中

沢



け
つ
ぱ
る
蓬
田
人

⑩

ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て

㈲
は
つ
て
ん
製
麺
・
食
事
処
出
雲
・
味
処
　
ぬ
さ
舞

代
表
取
締
役

佐

井

徹

郎

さ
ん

蓬
田
村
民
の
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
古
里
、
生

れ
故
郷
、
里
、
な
ん
と
耳
ざ
わ
り

の
良
い
親
し
み
の
持
て
る
言
葉
で

古
里
っ
て
の
は
人
生
に
行
詰
っ

た
時
の
心
の
よ
り
処
み
た
い
な
気

が
し
ま
す
。
子
供
の
頃
か
け
ま
わ

っ
た
野
山
、
水
遊
び
を
し
た
川
や

海
、
乗
り
合
い
バ
ス
が
通
っ
た
後

の
土
煙
、
人
様
の
畑
か
ら
失
敬

し
て
食
べ
た
「
ま
く
わ
う
り
」
の

昧
、
草
深
い
田
舎
道
、
か
や
ぶ
き

の
家
並
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
浮

か
べ
て
久
々
に
帰
村
し
て
も
都
会

化
し
つ
つ
あ
る
風
景
に
失
望
し
ま

し
た
が
、
子
供
の
頃
無
心
で
遊
ん

だ
山
や
川
、
独
特
の
方
言
は
し
っ

か
り
残
っ
て
い
ま
す
。

鮭
が
何
千
キ
ロ
回
遊
し
て
も
、

生
ま
れ
故
郷
の
川
の
臭
い
で
帰
る

よ
う
に
、
生
ま
れ
て
育
っ
た
土
の

臭
い
、
空
気
の
臭
い
、
幼
馴
染
み

の
懐
か
し
い
顔
に
ホ
ッ
と
心
の
や

す
ら
ぎ
を
覚
え
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
時
、
古
里
が

あ

っ
て

よ
か
っ

た
。

そ
う
思

い
ま

す
。今

は
、
交
通
機
関
も
発
達
し
て
、

し
ょ

っ

ぱ
い
川
を
渡
ら
ず

と
も
故

郷
へ
帰

れ
ま
す

が
、
長

い
時
間

鈍

行
に

ゆ
ら
れ
、

連
絡
船
で
帰
村
し

た
長

く
て
遠

か
っ
た
頃

が
む
し

ろ

懐

か
し

く
思

い
出

さ
れ
ま
す
。

村
を

出
て
三

十

年
、
色

々
な
人

生
体
験

の
中

か
ら
私

は
今
、
外
食

産
業

の
チ

ェ
ー

ン
化

を
目
指
し
て

日
夜
奮
闘
し

て

い
ま
す

が
、
残

念

な

が
ら

今
一
歩
伸

び
悩

み
。
自
分

の
力

と
才
能

に
限
界

を
感
じ
て

い

る
今
こ

そ
津
軽

の
じ

ょ
っ

ぱ
り

の

精
神
で

裸
一
貫
で

の
出

発
点
を
思

い
出
し

な

が
ら
頑
張

り
た

い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
連
絡
船
の
見
え
た
海
と
、

流

れ
も
清

き
広
瀬

川
を
思

い
浮

か

べ
な

が
ら
蓬

田
村
民

の
健
康

と
益

々
の
発
展

を
願

い
つ
つ
ペ

ン
を
置

き
ま
す
。

めも

s・現住所 ／北 海道 釧路市桜ヶ岡５丁目４ 番39号

O0154-91 -1665･･ 生年月日 ／昭 和14年1 月29

日卜・出身 ／広 瀬加１家族構成／妻 （信 子）・長女

（結花）･・好きなも の／食べ歩き ・野球観 戦･・

経歴 ／青森県立 青森 工業高等学校卒業 （昭和33

年） ・（株 ）はつて ん製麺入社（昭和43年 ）・

独立開業（昭和48年 ）・食事処出雲開店 （昭和

52年） ・味処ぬさ舞 開店（昭和60年）～現在

けっぱる蓬田人･戸籍の窓口●12

戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(５月31日現在)

総人口　4,217人
男　　2,035人
女　　2,182人

世帯数　1,044世帯

お誕生おめでとうございます

飯田　陽介

泉　　 和希

高田　圭介

慶二郎

美　幸

憲　光

春　子

眞　一

妙　子

長男

２男

長男

ご結婚おめでとうございます

川　内　俊　彦　阿弥陀川

新 岡 直 子 青 森 市

張　間　敏　治　長　　科

柴 田　尚 子 平 内 町

小　鹿　則　夫　長　　科

工 藤　ひとみ　青 森 市

佐　井　徳　清　阿弥陀川

柿 崎 厚 子 青 森 市

丸 尾 昭 則 蟹 田 町

柿　崎　理賀子　広　　瀬

北 山 和 人 青 森 市

藤　田　徳　子　中　　沢

大 友 良 一 宮 城 県

坂　本　真由美　中　　沢

おくやみ申し上げます

八戸　ミサ(阿弥陀川　58歳)

青木　光成(阿弥陀川　61歳)

高坂　常雄(瀬 辺 地　78歳)

青木ミチヨ(阿弥陀川　58歳)

広　報　よ　も　ぎ　た

6月分受付分
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